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の 迫られるよ な
き
ら次 と らわれる課題
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日の業務を な のに手いっ
ぱいな状況にあ あ
ら「改革疲れ」という声も
え る。私た はいっ

たいど に っているの
う 一度立ち って

えることが必要なのではない
だろうか。
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2022年 本 近代 制
嚆矢 位置づ 「学

制」 発布さ 150年目
年 50年前 1972年
学制発布100年 記念

文部省が『学制百年史』 刊
行し じめ、各地で
『○○県百年史』 自治
体 史 発刊 記念行事が
相 だ。 れ し 今年
文部科学省 地方 博 館
が ンポジ ムやささや
企画展示を行

り 何 で盛り
が はほ

と

ん
伝 い。 が、過

去を忘れ と
と
は未来

指針を見失

と

で
た 社会は過去 歴

史 成り て
学校を中心 とした
み 同じで る。学制発布

150年を機に、 の中部地域で
行 れて た 育を冷静
振り返り、今後の教育のあり
方を がかりを得た
い。

http://chubu-kyoiku-gakkai.org/2022年度共催公開シンポ
ジ

ウム/
参加申込 「中部教育学会」Webペー から

ジ

問合先 柴田好章（名古屋大学）shibata@nagoya-u.jp

は

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_vwx854y0SQe_uKOZUqrsgA


